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平
成
十
六
年
は
、
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の

発
見
者
高
峰
讓
吉
博
士
（
一
八
五
四
’
一
九
二
二
）
の
生
誕
百

五
十
年
と
い
う
こ
と
で
、
国
立
科
学
博
物
館
で
生
誕
百
五
十
年

記
念
展
が
同
年
十
二
月
一
○
日
か
ら
翌
年
一
月
十
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
高
峰
は
こ
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
発
見
で
大
正
元
年
（
一

九
一
二
）
帝
国
学
士
院
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
し
か
し
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
の
結
晶
を
抽
出
す
る
実
験
を
直
接
担
当
し
た
の
は
、
兵
庫

県
有
馬
郡
名
塩
村
（
現
西
宮
市
名
塩
）
生
ま
れ
で
、
大
阪
薬
学

校
出
身
の
上
中
啓
三
（
一
八
七
六
’
一
九
六
○
）
で
あ
る
。
こ

の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
抽
出
実
験
の
ノ
ー
ト
は
上
中
啓
三
氏
の
次
男

三
男
二
氏
よ
り
教
行
寺
（
演
者
の
自
坊
）
に
寄
付
さ
れ
、
今
回

の
記
念
展
を
期
に
、
国
立
科
学
博
物
館
に
よ
っ
て
複
刻
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
諸
種
の
高
峰
博
士
の
伝
記
が
書
れ
て
い
る
が
、
適

塾
入
門
に
関
し
て
は
、
そ
の
根
拠
の
確
た
る
資
料
は
提
示
さ
れ

鋤
高
峰
讓
吉
い
わ
く
、
私
は
適
塾
生
だ
っ
た

中
山
沃

川
崎
医
療
福
祉
大
学

て
い
な
い
。
そ
こ
で
演
者
は
、
高
峰
が
自
ら
適
塾
で
学
ん
だ
と

語
っ
て
い
る
資
料
と
傍
証
の
高
峰
旧
蔵
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

高
峰
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
発
見
の
二
年
後
の
明
治
三
五
年
二

九
○
二
）
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
、
同
年
四
月
二
○
日
に
開
催

さ
れ
た
大
阪
医
学
会
例
会
で
「
自
家
発
見
タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ

及
び
ア
ド
リ
ナ
リ
ン
に
就
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
（
当
時
は

ア
ド
リ
ナ
リ
ン
と
命
名
）
。
こ
の
講
演
内
容
が
大
阪
医
学
会
雑
誌

第
一
巻
第
十
号
（
明
治
三
五
年
五
月
十
一
日
発
行
）
に
速
記
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
直
接
実
験
は
上
中
が
担
当
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
講
演

内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「
前
略
ｌ
殊
に
私
は
大
阪
の
地
に
於
き
ま
し
て
、
有
力
な
る
諸

君
へ
御
目
に
懸
り
ま
す
る
の
は
、
尚
更
嬉
し
く
覚
え
ま
す
る
、

何
故
か
と
申
し
ま
す
る
と
、
明
治
初
年
の
こ
ろ
、
確
か
明
治
二
、

三
年
で
あ
り
ま
し
た
か
、
余
程
旧
い
か
ら
忘
れ
る
く
ら
ひ
で
ご

ざ
り
ま
す
、
そ
の
時
分
昔
か
ら
当
地
に
お
在
で
に
な
り
ま
す
る

緒
方
洪
庵
先
生
の
塾
に
居
り
ま
し
た
、
則
ち
只
今
緒
方
病
院
に

居
ら
れ
ま
す
る
緒
方
収
二
郎
さ
ん
（
洪
庵
の
末
子
、
一
八
五
七

’
一
九
四
二
）
な
ど
と
御
一
緒
に
御
厄
介
に
な
っ
た
こ
と
も
あ



り
ま
す
る
、
夫
れ
か
ら
大
阪
に
医
学
校
と
云
ふ
も
の
が
興
り
ま

し
た
（
明
治
二
年
二
月
開
校
）
が
、
私
の
先
代
が
二
代
医
者
で

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私
も
亦
其
業
を
襲
ひ
て
や
る
存
念
で
あ
り

ま
し
て
、
其
後
医
学
校
へ
通
学
を
い
た
し
て
居
り
ま
し
た
（
以

下
略
匡
。
ま
た
こ
の
講
演
の
日
に
行
わ
れ
た
博
士
の
歓
迎
会
の

印
記
事
が
、
翌
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
欄
外
記
事
と
し
て
掲
載
さ

ぃ⑫
れ
、
高
峰
は
「
自
分
は
少
壮
よ
り
当
地
の
緒
方
塾
に
学
び
大
阪

器
は
第
二
の
故
郷
た
る
関
係
あ
り
」
と
述
べ
た
と
し
る
さ
れ
て
い

第巻
る
。

１５第
明
治
二
年
こ
ろ
は
、
適
塾
で
緒
方
惟
準
の
義
弟
緒
方
拙
斎
が

誌
開
業
し
て
お
り
、
洪
庵
夫
人
八
重
、
収
二
郎
、
重
三
郎
ら
が
同

雑学
居
、
こ
の
二
人
は
春
か
ら
英
語
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
て

史権
い
る
（
八
重
か
ら
大
聖
寺
の
適
塾
門
人
渡
辺
卯
三
郎
へ
の
書
簡

日
ｌ
同
年
八
月
）
。
緒
方
惟
準
は
同
年
二
月
、
大
坂
仮
病
院
設
立
の

た
め
東
京
よ
り
帰
坂
、
大
坂
の
旅
館
住
ま
い
で
あ
っ
た
。

傍
証
と
し
て
、
高
峰
が
適
塾
時
代
に
旧
蔵
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
書
籍
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
）
、
江
戸
の
幕
府
の
開
成
所

が
複
刻
し
た
「
画
ｚ
⑦
目
の
函
⑦
罰
ン
三
三
ン
罰
英
吉
利
文
典
」
が

”
名
塩
の
弓
場
家
（
代
々
庄
屋
で
、
五
郎
兵
衛
を
襲
名
、
儒
者
広

瀬
旭
荘
の
日
記
「
日
間
瓊
事
備
忘
」
の
名
塩
紀
行
の
中
に
、
し

ば
し
ば
名
が
み
え
る
）
の
古
文
書
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
本
の
白
紙
の
部
分
に
、
弓
巨
の
ｇ
具
胃
さ
国
晒
ｇ
］
・

【
・
弓
四
百
旦
扁
と
筆
記
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
緒
方
家
と
弓
場

家
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
洪
庵
が
弓
場
五
郎
兵
衛
か
ら
五
十

両
の
借
金
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
二
月
二
九
日
に
返

済
し
た
文
書
も
存
在
す
る
。
ま
た
当
時
の
弓
場
家
の
当
主
弓
場

五
郎
為
政
は
適
塾
高
弟
伊
藤
慎
藏
が
名
塩
で
塾
を
開
い
た
と
き

に
門
人
と
な
り
、
経
済
的
援
助
も
お
こ
な
い
、
伊
藤
が
慶
応
二

年
（
一
八
六
六
）
筆
算
提
要
を
出
版
し
た
と
き
、
校
訂
者
と
し

て
名
を
列
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
高
峰
が
適
塾
で

学
ん
だ
事
実
を
推
論
し
た
い
。


